
１．件名：福島第一原子力発電所における循環注水冷却・滞留水等に係る定例会 

２．日時：令和２年１月３１日（金）１０時０５分～１１時４０分 

３．場所：原子力規制庁 １８階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

宇野課長補佐、高松審査係、山中審査係、田上審査係、長崎技術参与、髙木技

術参与 

   福島第一原子力規制事務所 

平沢原子力運転検査官 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニー  

プロジェクト計画部 担当７名 福島第一原子力発電所 担当４名 

  

５．要旨 

 東京電力ホールディングス株式会社から、資料に基づき、主に以下の説明があった。 

 ３号機燃料取り出しの状況について 

  ✓２０２０年１月２５日時点で、計５６体の燃料の共用プールへの移送が完了 

 ✓ガレキ撤去によりハンドルが確認できた燃料は、５６６体中４４７体 

✓そのうちこれまでハンドルの変形が確認された燃料は、１３体 

 ✓マニピュレータ左腕手首が早く回転する事象の概要 

 １号機ガレキ撤去作業時のガレキ落下防止・緩和対策の実施について 

 ✓今後撤去を予定している天井クレーン、ＦＨＭ等の大型ガレキ撤去の際に、当該

ガレキが落下することを防止する対策、又は落下した場合でも落下物が燃料等に

与える影響を緩和するために講じる対策(ＳＦＰ養生、天井クレーン支保の設置

等）の概要 

 ✓今後のスケジュール 

・ＳＦＰ養生、天井クレーン支保の設置等と並行して１号機大型カバー設置に向

けた準備工事を実施する予定 

 ３号機原子炉建屋内環境改善作業の実績および計画 

 ３号機 使用済燃料プール水質状況について 

 ✓昨年１２月にＳＦＰの水質分析を実施した結果、導電率について基準値を超える

値が検出された 

✓塩化物イオン濃度を測定したところ、基準値を超える値は検出されなかった 

✓推定原因及び今後の対応 

 昨年１１月に発生した既設ＡＬＰＳ Ａ系吸着塔１６Ａスクリーン折損について 

 ✓スクリーンは、通水時に吸着材が流出しないよう、フィルターの役割で吸着塔底

部に設置している 

✓折損した原因は、当該吸着塔の吸着材に活性炭を使用しており、金属の腐食が進

行しやすい環境にあることから、スクリーン根本部が腐食し強度が低下したこと

であると推定 

 ✓折損防止対策について、腐食防止対策を実施することは難しいため、補強リブ付

き構造のスクリーンに交換し、腐食した場合でも折損しにくい構造とする 

 

 原子力規制庁は、上記説明を受けた内容について確認するとともに、以下の内容に

ついて対応を求めた。 

 １号機ＳＦＰの養生範囲外となる箇所について、当該箇所にガレキが落下した場



合の燃料、ライナー等への影響評価等を踏まえ、追加的に保護する必要性の有無

について考え方を説明すること 

 １号機への大型カバー設置に向けた準備工事について、実施内容を説明すること 

 ３号機原子炉建屋１階の線量測定については、実施が予定されている作業の計画

を立てる上で有益な情報が得られる測定とすること 

 

６．その他 

資料：   

 ３号機 燃料取り出しの状況について 

 １号機  ガレキ撤去作業時のガレキ落下防止・緩和対策の実施について 

 ３号機原子炉建屋内環境改善の実績および計画 

 ３号機 使用済燃料プール水質状況について 

 循環注水冷却、燃料デブリ取り出し準備、使用済燃料プール対策スケジュール 

 汚染水対策スケジュール 

 水処理設備の運転状況、運転計画（２０２０年１月２４日～２０２０年２月６

日） 

 福島第一原子力発電所の滞留水の水位について（２０２０年１月２４日～２０

２０年１月３０日） 

 各エリア別タンク一覧 

 汚染水等構内溜まり水の状況（２０２０.１．２３時点） 

 タンク建設進捗状況 

 多核種除去設備（既設ＡＬＰＳ）Ａ系吸着塔１６Ａスクリーン折損について 

 建屋内における残水等の状況について 

 

以上 


